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農林水産分野の自然資本の取組

パネルディスカッション

自然資本から広がるSDGsに対する農山
漁村の貢献可能性
～生産者と消費者をつなぐ～

【橋本】  それでは、パネルディスカッションに移りたいと

思います。

これまで事例報告をいただきましたが、SDGsや

ESGをはじめ新しい社会的要請が顕在化し、徐々に企

業、生産者、自治体、国を取り巻く環境が変化し、これ

ら組織・団体による対応も始まっています。

このシンポジウムでは、こうした情勢の変化を踏ま

えて、農林水産分野における生物多様性保全活動をと

らえ直し、今後の自然資本を活用した経済連携の在り

方を検討したいと思います。

このスライドには、左側にはさまざまな生態系サー

ビスが書かれ、右側の青色の領域には人間の福利の諸

側面が書かれ、両者が左から右への矢印でつながれて

います。つまりこの図は、われわれのよき生活という

のは、さまざまな自然の恵みに支えられている、とい

うことを示しています。たとえば農林水産業が生産す

る食料、木材、その他資源だけではなく、大崎の居久

根の講演にもあったような防災機能や生態系保全等の
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さまざまな恩恵をわれわれに提供してくれます。また、

農地や山林等が適切に管理されることで生み出される

美しい景色も、われわれのよき生活を支えているわけ

です。そうしたさまざまな恵みの大本にあるのが自然

資本です。生物多様性は自然資本の中に含まれます。

SDGsと生物多様性・生態系サービスが密接に関係

していることは、これまでの講演の中でもたびたび触

れられている通りです。こちらのスライドにあるのは、

生物多様性条約が整理したSDGsと生物多様性・生態

系サービスの関係です。この図は、SDGsの最終採択

前に作成されたもので、SDGsの169のターゲット

について、生物多様性と生態系サービスと関係の直接

性、間接性を示しています。特に14・15は陸や海の

生態系保全に関するもので、生物多様性保全はそれら

ターゲットへの貢献が大きい。それだけでなく12番

の責任ある生産や消費、11番の住みよい街の在り方と

いったものにも直接的に貢献しています。また、間接

的なレベルで見てみるとかなりの目標に貢献していま

す。

今日の各企業や自治体等のご報告は、生物多様性保

全活動によるSDGsへの貢献をそれぞれの取り組みの

視点で切り出したものというふうにとらえることがで

きます。

これは栃木県の「エコ農業とちぎ」の取り組みをベー

スに作成したものです。この取り組みは環境に配慮し

出所：登壇者講演資料

出所：登壇者講演資料
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た農業生産活動を行う農家が、そのことを実践宣言し、

これに対しそのような農家の取り組みを応援する方々

が応援宣言するという形の取り組みです。この取り組

みを生物多様性保全の観点だけで評価すると社会的な

影響力は小さく見えますが、SDGsへの貢献という観

点で見ると、さまざまな側面で社会に貢献しているこ

とが分かります。

今われわれは農林水産分野の生物多様性保全に関す

る経済連携について共同研究しています。その研究で

は、全国の８つの経済連携活動の事例を調べ、それら

取り組みが実際にSDGsとどのように関係しているの

かを分析しています。これによると、これら経済連携

の事例は、生物多様性保全だけでなく責任ある消費と

生産、働き方、地域振興、都市のよりよき暮らしといっ

たターゲットに幅広く貢献していることが分かってい

ます。

この研究で自治体の方にインタビュー調査をする

と、彼らも生物多様性保全だけを目的に取り組みを推

進しているわけではないことがよく分かります。具体

的には、農業振興とか地域振興を強く念頭に置いてい

るわけです。このような実態をかんがみても、生物多

様性保全あるいはそのための経済連携の取り組みが、

より包括的に評価できるというのは好ましいことでは

ないかと思います。

これまでのご講演の中で、SDGsはコミュニケー

ションツールだというご発言もありました。SDGsと

いう枠組みを使うと、これまでの生産者と消費者、あ

るいは都市と農村の在り方をもう一度とらえ直し、情

報発信できるのではないかといったことが期待できま

す。

冒頭の説明はこの辺にして、本日ご登壇いただいて

いる皆さんにご意見を伺いたいと思います。

博報堂の川廷さん。まずSDGs等の新しい社会的要

請が顕在化する中で、企業と生産者を取り巻く環境は

大きく変わってきているとのことでしたが、その点に

ついてもう少しお話を伺いたいと思います。特に企業

の浸透度合いの部分について、中小の企業の取り組み

に課題があるというお話でした。その部分についてご

意見を伺えればと思います。

また引き続き、環境省の長田さんと農林水産省の中

出所：登壇者講演資料

出所：登壇者講演資料

出所：登壇者講演資料
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川さんにそれぞれ行政的な視点で、各省でどのように

SDGsを活用していけるのかということをお伺いでき

ればと思います。

【川廷】  国連が決めたことなので、アイコンは世界共通言

語として頑張って日本語訳しましたが、169にもなる

とだんだん困ったなということになりがちです。

慶応大学の蟹江教授というSDGsの第一人者の方が

「SDGsはテーラーメイドだ」という言い方をされま

す。持続可能性を考えたときに、主要となるものを考

えて自分たちの地域の目標として、KPIとして設定し

て取り組んでいきましょうと。なぜ大企業中心に動い

ているかというと、グローバル企業は先進的にSDGs

をどんどん経営の中に取り込もうとして動いている一

方で、日本のグローバルで闘わなければいけない企業

も同様に対応していかなければいけない。その中で気

づきが早いかどうか。あとは、CSRの議論が欧米から

入ってきて、日本の企業なんて社会責任に先進的に取

り組んでいるはずなのにと思いながらも、やはり欧米

の枠組みで見せていかなければいけないというトレー

ニングをされてきた経緯がある。SDGsをグローバル

な文脈でどうとらえるかという中で今動いていますの

で、比較的大企業中心に動いているのは仕方ないと思

います。

一方で、内閣府の地方におけるSDGsの推進事業が

いよいよ始まります。その中で中小企業の皆さんや、地

域を立脚点として地域でビジネスをされている方々に

とってもSDGsという言葉がフェーズに入っていきま

す。特に各省庁からの普及とか、自治体から地元企業

へのアプローチとか、みんなで共通言語をうまく使っ

て日本の中で事例をつくりますが、それをまた世界の

先例として使うことで自分たち地域のインバウンドに

つなげていくとか、海外との取引に使っていくとか、

発展的な目線をつくることが大事かなと思います。あ

とは2030年アジェンダということですから、2030

年にその地域にとってどういう社会が望ましいのかを

考えながら、そこに向かって自治体、企業、NPO、第一

次生産に携わっている方々が共有目標として掲げると

いうやり方がいいのではないかと思います。

SDGsはアウトサイドインという言葉も使います。

インサイドアウトではなくアウトサイドインです。イ

ンサイドアウトというのはフォーキャストに近いので

すが、自分たちのできることから外に向けて考えてい

くという考え方です。社会の要請、世界の要請、社会の

課題から自分たちができることを考えるという、アウ

トサイドから自分たちを考えるという思考も大切だと

言われています。藤田さんは変革という言葉を取り上

げておられましたが、国連が変革という言葉を使うの

は大変珍しい。第二次世界大戦後とか世界恐慌のとき

くらいです。その変革（トランスフォーム）という言葉

を今回SDGsで使っているという意味もわれわれは考

えるべきだと思います。

【長田】  環境省という立場で考えますと、SDGs自体は

総理がトップになる推進本部の中で取り組みが総合的

に進められていますが、政府として優先的に取り組む

８つの課題が提示されています。その中のひとつが生

物多様性、森林、海洋等の環境の保全となっています。

その中にはいろんな要素が盛り込まれてくるわけです

が、特に生物多様性ということを考えたときに、SDGs

との関連では２つの点に触れておきたいと思います。

ひとつは、基盤になるのはやはり自然資本であって、

17のゴールがすべて並列ではないということです。

水、気候、森林、海洋といった健全な自然の基盤があっ

たうえではじめて経済や社会の健全性が確保されて、

それがそれ以外のゴールの達成につながっていくとい

うことを、少なくとも自然資本に関わる私たちはしっ

かり意識しておくことが重要だろうと思います。

もうひとつは、SDGsの考え方の基本に複数課題の

同時解決が据えられているということです。なんらか

の取り組みをしたときに、それはゴールのここだけで

なく別のゴールにも関わっているという話はたくさん

ありましたが、それを同時に解決していくということ

を意識することが大事だと思います。
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環境省の立場で言いますと、環境問題だけでもいろ

んなトレードオフの問題があります。たとえば風力発

電。自然エネルギーを活用することで国立公園等の景

観に問題が生じるというトレードオフの問題が起こ

らないようにどうやって進めていくのかについて、ビ

ジョンやあるべき姿を考えながら共有していくことが

大事になってくると思います。

具体的な価値観の変化、さらには企業の経営判断、

国民の行動につながっていかなければいけない。それ

が重要だと思っております。

環境省は、昨年12月に企業向けの生物多様性民間

参画ガイドラインを８年ぶりに改訂しています。全文

がホームページからダウンロードできますので、ぜひ

ご覧になっていただきたいと思います。

生物多様性分野からも外の分野に積極的にアプロー

チして関わっていく、違う目的を持った人たちとも目

標像は共有しながら具体的な取り組みをそれぞれが進

めていくということが大事ではないかと思っておりま

す。

【中川】  農林水産省の中川でございます。このシンポジウ

ムは副題に「自然資本でつなげる・つながる」とあるよ

うに、政策研の研究で、京大の栗山先生と東大の橋本

先生、そして三菱UFJリサーチ＆コンサルティングの

研究の成果と連動しながら、シンポジウムをシリーズ

的にこれまで実施してまいりました。

最初の平成27年度は価値評価ということで、生産

者と消費者にどのように生物多様性の価値をつなげて

いくのかというのがひとつのテーマでした。政策的に

はこれまで生き物マークのようなものも進めておりま

すし、サイエンスベースではどのように生物多様性を

評価していくのかという取り組みをしてきました。ど

のように価値を見える化し、それを共有化し、伝えて

いくのかといったテーマでした。

昨年度は、地域、企業、消費者の方々のネットワーク

とどう構築していくのかということで、連携推進機関

をテーマに実施させていただきました。行政としても

さまざまな支援策を実施しておりますが、今後、企業

様と地域・農家・消費者の方々がともに連携して自立

したビジネスモデルに発展していくことを想定する中

で、たとえば自治体とかNPOの方がそれをつなぐ連携

推進、連携促進する機関として担っていただけるので

はないかということで、三重県や栃木県にもご登壇い

ただきました。

そして本年度はSDGsです。SDGsというのはま

さに、いろんな価値観、いろんな取り組み、いろんな

ステークホルダーの方を結びつけるひとつのプラッ

トホームだなと感じました。また先ほどコミュニケー

ションツールというお話もありましたが、伝えていく

うえでも、このSDGsというコンテクストの中で価値

観を伝えていくという意味でも、非常に大きな動き、

トレンドだなと思っています。そういった中で、今ま

での取り組みを包含し、さらに発展していくうえでの

触媒になるのがSDGsではないかと考えております。

【橋本】  どうもありがとうございます。

次に、コープデリの宮川さんと大崎市の高橋さん、

そして全国各地を事例調査してさまざまな事例を見て

おられる三菱UFJリサーチ＆コンサルティングの西田

さんに、それぞれのお立場でお話しいただければと思

います。宮川さんと高橋さんにはそれぞれのコープデ

リ、大崎市としての取り組みについてお話しいただき、

西田さんには少し俯瞰的な視点でお話をいただきたい

と思います。特にそれぞれの取り組みがSDGsのゴー

ルにどのように貢献されるのか、またその中の課題の

ひとつに企業、都市住民との連携、交流があると推測

しますが、具体的にどのような課題があるのか、それ

に対しどのような支援が必要なのかという観点でお話

をいただければと思います。

【宮川】  生協という組織は組合員さんがあっての組織で

す。組合員さんの願いをかなえる活動をしているのが

生協ですので、組合員さんがどんな商品を買うか、ど

ういう消費行動をしているかということを一番重要視

しています。
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意識の高い組合員さんの中にはSDGsについて関心

を持っている方もいます。特にエシカル消費、自分た

ちが買っている食品がどこからやって来ているのかと

いうことに思いをはせ、各ステークホルダーさんが笑

顔でその食材を扱っているのかという視点を大切にし

たいと思っています。

組合員さんの関心はさまざまで、環境にポイントを

絞った消費行動をしている方もいらっしゃいますし、

児童労働等をしてないかといったことを考えていくと

SDGsにつながっていきます。これまで生協はSDGs

というツールを持っていませんでしたので、そういっ

た関心の中で生協なりの解釈、理念やビジョン等をお

伝えすることによって、コミュニケーションツールと

して急速にSDGsの関心が組合員さんの中でも高まっ

てきています。私もいろんな組合員さんの集会に呼ば

れていろんなお話をさせていただきますが、たとえば

エシカル消費のことについてもっと知りたいから詳し

い人を呼んでほしいという声が上がります。そこで、

エシカル協会の末吉里香さんをお呼びして「六方よし」

の話をしていただきました。このように組合員さんの

消費行動が変われば、企業は消費者のニーズに応える

ような商品をつくるわけですから、SDGsの観点で食

品を調達してつくっている企業を支持するようにな

れば企業も自動的にそっちにいきます。生活協同組合

なのでそういうことを大切にしています。生協でもプ

ライベートブランドとしていろんな商品を取り扱って

いますが、SDGsの視点を大事にした商品開発をどん

どん進めています。また、組合員さんの意識は非常に

高いのですが、職員の意識をもっと高めていきたいと

思っています。お配りした「サステナビリティレポー

ト」は職員にも配っています。職員、組合員さんが一丸

になって2030年のゴールを目指してパートナーとし

て協力できればと思っております。

【高橋】  正直言って、今SDGsという言葉を知っている

自治体の人はどれだけいるのかなと思います。少なく

とも県内で、自治体向けにSDGsの研修を行っている

という話は聞いたことがない。アンテナを高くしてい

ない限りは、触れない範囲の高さを飛んでいるような

意識の人もいるだろうなと思います。

大崎市は、十数年前からESGの取り組みをやってい

たので、SDGsに比較的早く接する機会があったと思

います。そういう意味では、基礎的な研修、情報の共有

についても基礎自治体にもっと行わなければいけない

とすごく思います。

追い風になっているのがSDGs未来都市です。今ま

でSDGsの話をしたことがない担当からも言われまし

たので、大きな影響があるのだろうと感じています。

そういったことを前段におきながら、行政として

は地域の価値の見える化を大事にしたいと思ってい

ます。農家の人たちが文句もいわず普通の作業として

やっていることが価値のあるものだ、皆さんが守って

いることはこんなに貴いのだということを見える化す

るためにはどうしていったらいいのか、日々悩んでい

るところです。

特に農業遺産のようなものは、その価値を見える化

する作業を怠ってしまっては保全されていかないこと

になりますので、その作業をずっとやっています。

先ほどの情報提供では、生き物認証の話が中途半端

で終わってしまいましたが、生き物認証の目的につい

てお話しします。自然資本を活用して生産していると

いう農家自身の自己評価、農薬と化学肥料を減らした

ときにどういう変化が日々起きるのか、農薬や化学肥

料の成分数という単なる数字上のことではなく、農家

の実感として目で見て分かるようにすることを促した

いというのがまずひとつあります。それに加えて、消

費者に農家のやっていることに対する理解を深めても

らう。この２つを一緒にやっていきたい。そうでない

とエシカル消費はなかなか進んでいかないと思いま

す。農家のみが取り組んでいるだけでは進まないので、

買う側にもご参加いただくという形を何とか進めた

い。そのために、農業遺産でアクションプランをつくっ

ておりますが、「大崎耕土フィールドミュージアム構
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想」を考えています。大崎耕土のさまざまな自然資源、

自然資本、仕組み、文化といったものをひとつの屋根

のない博物館にしてつなげ合わせていき、そのつなぎ

合わせた価値を消費者や海外にも出していこう、次の

世代にもつないでいこう、今携わっている人たちにも

知ってもらおうとやっているところです。

教育、グリーンインフラという、まだ目に見えてい

ない部分は多々あると思いますが、そういった多様な

活用の仕方はあるだろうと思いますし、それが最終的

にSDGsのさまざまな複数の取り組みに連動してくる

のだろうと思います。農家の皆さんには、皆さんのやっ

ていることは（SDGs上の）こんなことにも貢献しま

す、これにも該当しますというような後づけの理解で

もいいのではないかとも感じています。

【西田】  私は、橋本先生と栗山先生とご一緒に、研究プロ

ジェクトにおいて、生物多様性の経済的連携をどうい

うふうに進めていったらいいのかについて事例を中心

に分析を行いました。COP10以降、生物多様性の経

済的な連携、すなわち認証、遺産、ブランド化の議論を

概観すると、COP10の前後で大変盛り上がったので

すが、それから徐々に地域の中で継続的に取り組みに

くくなっているというのが実感です。人口減少が進む

中で生物多様性関係の取り組みをやり続けたくても、

地域の中で出てくるほかの社会課題にどうしても目が

いってしまって、継続的に活動を広げていきにくい状

況があります。

そういった状況を踏まえて、生物多様性の取り組

みを進めるために、多様な主体と連携を強化するアプ

ローチが期待されているわけです。しかし、この多様

な主体との連携を進めるには、何を目標に設定すべき

なのか、どういうところをとらえていくのかが非常に

重要です。現代、人々の志向や課題認識が極めて多様

化する中で、生物多様性だけを目的に活動を広げよう

としてもなかなか広がりにくいですが、SDGsという

形で17個同時に目標を示すことによって、生物多様

性だけでなくほかの社会課題に関心がある方と一緒に

関わっていく機会を増やすことになると思います。ま

た、ほかの社会課題に生物多様性が大きく貢献するこ

とを示せるということも、生物多様性の議論で抱えて

いた問題も解決していく機会になると思って、すごく

関心を持っています。

ただ、ではこれからどうしていくのかですが、SDGs

を広げていくためにはまだまだ温度差は大きいと感じ

ます。

実際、エコプロ展に行くと企業さんがかなりSDGs

のマークをつけていますが、地方へ行くとまだまだ一

般的とは言えないかもしれません。私の家は今関西に

ありますが、東京に比べると大阪はさほど盛り上がっ

ていないと感じます。やはりまだまだ「SDGsという

言葉は聞いたことはあるけれども」という状況にある

と思います。

また、あくまでも印象ですが、自然環境分野の重要

性は、健康や医療等のほかの分野に比べて、若干アピー

ルしきれていないという気がします。17の目標におい

て、自然環境が大事なのだということをまず明確にし

ていくことも、必要なことだと思っています。

また、ほかの分野の人とつながることによってど

んなことができるのか、先ほどグリーンインフラとい

う言葉もありましたが、自然を活用して新しい社会課

題を解決していくような取り組みを始めるうえでも

SDGsはすごくいいチャンスであると思っています。

【橋本】  ありがとうございます。

今後必要な取り組みについて、最初にコメントいた

だいたお三方にまたご意見をいただきたいと思いま

す。SDGsの推進のために今後必要な取り組み、行政

的な立場、民間の立場でそれぞれどのような取り組み

が必要と思われるのか、これまでのほかの講演者の方

からのご意見も踏まえてコメントいただきたいと思い

ます。

【長田】  まとめるのは非常に難しい議論なので、昨年度末

に検討会で検討されたテーマの事例をご紹介したいと

思います。



農林水産分野の自然資本の取組

40 季刊  政策・経営研究　2018  vol.2

生物多様性地域連携促進法という法律があります。

環境省・農水省・国交省の共管でやっている法律で

す。正式名称は「地域における多様な主体の連携によ

る生物多様性の保全のための活動の促進等に関する法

律」です。里山保全とか、農地も生物多様性保全上重要

な場所ですし、さまざまな場所で地域の多様な関係者

が連携して生物多様性保全活動に関わっていくために

市町村が計画をつくるとか、一部の地域では特定の法

令の許認可が適用除外になるとかいったことが定めら

れているのですが、この法律がCOP10を契機につく

られました。施行から６年ぐらい経ったということで、

有効に活用されているかどうか検討する検討会があり

ました。

その検討会のまとめの提言として、SDGsとの関係

で言うとやはりほかの分野との連携の強化が重要だと

いう指摘が出てきました。生物多様性と親和性の高い

ほかの政策分野、それ以外の政策分野、具体的には環

境教育、温暖化対策、緑地保全、環境保全、農林水産業、

商工、観光、都市計画、交通、福祉、すべて関係がある

だろう。そういう分野との関係性を整理しながら、そ

れに取り組んでいる方々や、行政の中でもそういう部

局と連携を図りながら地域の社会課題の解決に生物多

様性の観点から貢献していくことが重要だろうという

指摘がありました。

もうひとつこの法律の中で、NPO、企業、地域の方々

をつなぐ地域連携保全活動推進支援センターの設置が

推奨されています。この設置もなかなか進まないので

すが。これは昨年度のテーマになるかもしれませんが、

多様な主体をつなぐ窓口組織が必要だろうという話

があったのですが、これも必ずしも生物多様性のセン

ターである必要はないという議論もありました。たと

えば、各都道府県に既にあるボランティアセンターが

生物多様性のセンターとしての機能も兼ねることにな

れば、逆にほかの活動に取り組んでいる方々とつなが

ることもできるだろう。そういう視点で考えたときに、

やはりSDGsというのはひとつの大きなキーワードに

なるだろうと思っています。

ただそれに安心していると、生物多様性が埋没して

しまうという危機感もあります。たとえば日経エコロ

ジーが日経ESGになったときに、エコロジー的視点が

全然記事に載らなくなっても誰も不思議に思わないと

か。生物多様性分野から何が重要で、何がしてはいけ

ないことなのかということを明らかにしながら発信し

ていくことが同時に重要になってくるのかなと思いま

した。

【中川】  生物多様性保全活動を地域の価値の向上につな

げるような取り組みを広げていきたいと考えて、これ

までいろいろ取り組んできました。そういった中、私

ども関係者の中でいろいろ議論する中で、最近ちょっ

と風が吹いてきているよねという話もあります。それ

は個人によって考え方も違うし、客観性がどうなのか

という話もありますが、私どもの部屋の中ではそうい

う話があります。特に今日のテーマであるSDGsもそ

うだし、今日ご紹介いただいたESG投資、エシカル消

費といった概念がだんだん出てきている。さらにはイ

ンバウンドや2020年の東京オリンピック・パラリン

ピックでたくさんの外国の方がお越しになって、日本

社会そのものが非常に注目されてきている。こういっ

た中で、特に企業様が非常に環境を意識した取り組み

を意識して進め始めておられます。

もうひとつの地球課題、環境課題である地球温暖化

については、パリ協定が発効して、こういった動きも

世界的な大きな潮流ではないかと思っています。むし

ろ行政がこういった風を起こすべきではないか、風を

待っていてどうするというお叱りの声もあるかもしれ

ませんが、こういった風をうまくつかみかつ乗って、

まさに地域の振興に結びつくような企業様の取り組み

が発展していくように、まずはそういった取り組みを

掘り起こして、地域に広く共有し広めていくような取

り組みを、今の風を感じながら一生懸命進めていきた

いと思っております。

【川廷】  皆さんから登壇者を見て違和感がありません
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か？男ばかりです。SDGsの議論を男性だけでするの

はもうやめたいと思います。今日、僕は登壇しました

が、たとえば国連広報センターの根本所長は自分だけ

が女性の登壇者の場合はお断りになります。自分だけ

でジェンダーバランスを取ろうとするなんて失礼だと

いう話です。日本の各地で行われるシンポジウムで男

女のジェンダーバランスを取れているシンポジウムは

どのぐらいあるでしょうか。今日もなぜこうなったの

か、僕には分かりませんが、ここに日本社会の問題は

あるということは感じます。これは自分自身の問題意

識というか、自分もそういう課題を結局変えることが

できないまま登壇しています。

では何が変革なのかといったときに、自分自身が変

わっていかなければ社会の変革なんてできっこない

のです。だからこうして、あえて登壇者でありながら

こういうことを言うこともひとつの提案だと思います

し、みんなで変わりましょうという発議だと思ってい

ます。これは地方に行くともっと根深い問題だと思い

ます。女性は家にいなければいけないとか、社会に出

てしゃべるのは男だとか、そこを変えていかなければ

いけない。たとえばレジリエンスという言葉を日本政

府は「強靱な」と訳します。それで本当に防災、減災で

生物多様性に配慮した対策が立てられるでしょうか。

自然を隔てる技術ではなく、自然と対話する知恵を出

すのは男社会の硬直化した頭でなく、女性のしなやか

な考え方が入ってこないと、いつまで経っても地域は

変わらないのではないかなと感じます。

そういうことをSDGsは日本社会に投げかけてくれ

ているのではないかなと考えたいですし、企業の中で

も女性社員の比率、女性役員の比率を変えようとして

いる。まず数合わせからでもいいから始めようとして

いる。でも本質的にはそうではなく、そういう人材を

育てることが大切なわけです。そういうことひとつひ

とつ、SDGsが問いかけていることは何かということ

をわれわれは日本社会の課題として本当に受け止めて

いるのか。海外でやっているからではなくて、169で

なくて170番、171番目は何かというのはそういう

ことではないかと思います。

生物多様性という議論から発することのタコつぼ化

といいますか、自分もCOP10のときにここにおられ

る何人かの方もご一緒させてもらいましたが、生物多

様性という議論の中で終わるのではなく、生物多様性

というものが生活基盤そのものであるということは生

物多様性基本法の前文に書いてあるわけですから、そ

ういう理解のうえで生物多様性というものは前提条件

として考える。西田さんもほかの課題との接点づくり、

アプローチと言っていましたがまさにそこだと思いま

す。そのときに生物多様性という考え方、概念をどう

やって自分の中で整理しておくかということが大事で

す。言葉を理解してくれとか、こういうことですという

話ではなくて、それは基本的なこととして日本人の魂

の中にあるということをベースにしながら、ほかの課

題との連関性を考えることが大事ではないかというこ

ともSDGsが言っているのだろうと思います。気候変

動、国民運動、生物多様性、森林保全、それぞれについ

てものすごく熱い議論をやって、ものすごい人たちが

たくさんいるのです。でもそれぞれタコつぼ化してい

る。それでこれまで日本の課題が解決したかというと

なかなか難しいことになっているので、今このSDGs

を使ってつながり合うことをみんなで考えましょうと

思っています。

今内閣府がSDGsの推進都市のことを全部の基礎自

治体に連絡しています。SDGsの推進事業を公募して

いることはすべての自治体の担当者に伝わっています

から、皆様方、ぜひSDGsをツールとして地方創生を

考えようではありませんか。生物多様性も、気候変動

も、森林も、海洋問題も全部そこでひとつの議論とし

て地域のみんなと一緒に考えようということを誰かが

主体性を持って動くことが一番大事だと思います。今

日お聞きになった方々が基点となって動かないと、生

物多様性、自然資本を基点としたSDGsは動かないの

ではないかと思います。ぜひご一緒にやっていけると
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うれしいと思います。

【橋本】  ありがとうございます。私がとりまとめる前に、

会場から登壇者の皆さんに質問したいという方がいれ

ばお受けしたいと思うのですが、いかがでしょうか。

【来場者（質問）】  川廷さんの話で思い出したのですが、

未来都市をSDGsで募集しており、30件採択されま

す。全市町村とおっしゃいましたが、1,700市町村が

全部出したら通りません。今までの経緯を見ていると、

環境未来都市とか環境省に寄ったところが有利のよう

な気がします。どうしても農林漁業とか環境以外の側

面が評価されていないような気がしてならないので

す。その辺について、農林水産省もしくは環境省の方

に教えていただきたいのですが。

【中川】  農林水産省としてもSDGsのさまざまな取り組

みを推進しております。平成30年度も地域活性化、循

環型社会の実現、生物多様性の保全といったSDGsの

優先方針に向けて取り組んでいます。特に森林系はい

ろいろと取り組んでおります。農林水産業においても、

SDGsの日本政府全体の取り組みの中の非常に大きな

一角として進めているということでご理解いただけれ

ばと思います。

【長田】  環境関係の取り組みがSDGsの中で注目されて

いるという認識はしており、すごくありがたいことだ

と思っています。生物多様性に関する表彰制度を見て

いても、農林水産業と連携している取り組みはかなり

の割合であると思います。ただ、そちらを主体にして

説明をしない方が何となく上手に説明できているよう

に見えてしまう部分があるのかもしれません。地元の

農林水産事業者と連携しながらさまざまな活動を展開

している企業、NPOの方々が表彰を受けているケース

は決して少なくないだろうなと思っています。

ひとつご紹介ですが、昨日からパブリックコメント

が始まった第５次環境基本計画というものがありま

す。環境基本計画は環境省だけのものではなく閣議決

定する政府全体の計画ですが、その中でもSDGsの考

え方を踏まえて重点的な取り組みを進めていくという

ことを明確にして、環境省としては遠慮せず環境分野

がどんどんSDGsで注目されていくように、農林水産

業のお力も借りながら攻めていきたいと思っておりま

す。

【橋本】  SDGs未来都市の前には、環境モデル都市や環

境未来都市として、内閣府主導による都市づくりの枠

組みがありました。従来の環境モデル都市や環境未来

都市は、自治体の環境部局が中心になってとりまとめ

ることもできたかもしれませんが、SDGs未来都市に

なり取り組みの総合性がさらに求められるようにな

り、自治体内の企画部局の役割や部局間連携の重要性

が高まっているのではないかと推測します。

最後に皆さんからいただいたコメントを私の方でま

とめさせていただきたいと思います。

SDGsはわれわれに新しいきっかけを提供している

と思います。川廷さんがおっしゃったように、SDGs

は社会のとらえ方の変革のきっかけになることが期待

できます。

SDGsは業界や分野の違う人、立場の違う人が社会

的な課題について話し合うための共通の言語、コミュ

ニケーションツールです。たとえば、生産者、消費者、

あるいは企業と生産者、消費者のコミュニケーション

を促進する可能性があります。SDGsを、立場の違う

方々が同じ言語で会話する共通の認識基盤としてとら

え、使っていけば、より円滑なコミュニケーションに

つながるかもしれません。

それから、SDGsというとすごく新しい取り組みを

求められているように思いがちですが、実はそうでは

ないことが今日の発表の中からも見えてきたと思い

ます。個々のご報告、たとえばコープデリさんのトキ

米やお米で育つ豚の事例は2010年と2009年から

始まっているもので、SDGsよりもっと前です。椀子

（マリコ）ヴィンヤードが2003年、コクヨの結の森が

2006年、大崎は以前から進めておられたESGが今

回のGIAHS、SDGsとの接点の発見につながったとい

うことでした。つまりSDGsは、これまで企業、生産
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者、自治体が進めてきた取り組みをもう一度とらえ直

すきっかけにもなる概念であると理解することもでき

ます。これまでの取り組みを、新しい社会的な枠組み

でとらえ、これまでの取り組みを社会課題の関係を理

解・評価するとともに、社会にアピールする。あるい

はそうした取り組みの中で、企業や自治体、生産の在

り方をブランディングしていくツールとして活用でき

る可能性も示唆されました。

もうひとつ重要な視点は、SDGsは単一の社会課題

だけでなく、ほかの社会課題とのシナジーやトレード

オフ等の相互関係を広くとらえ直すことを可能にする

という点です。たとえば従来生物多様性保全の場合、

保全活動の評価にあたり、保全活動が持つ生物多様性

保全以外の社会課題解決への広がりを十分に考慮しな

いこともありました。SDGsのような包括的な視点を

われわれが手にすることで、従来の取り組みをより全

体的な視点で評価し、取り組みの社会的な寄与や課題

間の相互関係を評価することができますし、その中で

取り組みの改善点、反省点、長所を見いだすことがで

きるのではないかと思います。

また、SDGsは個別の商品、生産活動の価値づけだ

けでなく、地域全体の価値づけにもつながるような視

点も提供するという視点も非常に新しいことだと思い

ます。

最後に、生物多様性保全、より広くはSDGsの実現

に向けた企業、生産者、自治体の努力を支えていくう

えで、消費者や地域住民の行動、意識の変化がとても

重要だということにも触れておきたいと思います。生

物多様性に配慮して懸命に生産しても買う人がいなけ

れば、少なければ取り組みの継続は難しくなります。

消費者あるいは住民の意識が変わることで、行政、企

業、生産者の行動様式も変わりますし、関係する行政

的な枠組み、企業的な枠組み、認証制度や法制度の変

化にもつながっていくことが期待できます。

今日は生産者、企業、自治体、行政、保全活動されて

いる方まで幅広くお集まりいただいているので、すべ

ての方にまんべんなくメッセージを届けるのは難しい

シンポジウムだったのですが、本シンポジウムが皆さ

んにとって何か新しい変化のきっかけになればと願っ

ております。

本日はどうもありがとうございました。登壇者の皆

様にも改めて拍手をして終わりたいと思います。あり

がとうございます。 


